
改正後   改正前   

という。）「第6 家庭的保育者等について」の「1 家庭的保育   
者等の要件」に定める家庭的保育者   

b  b家庭的保育者自身が介護を行うことを必要とする同居親族等が  
いないこと。  

エ 補助者の要件は次のとおりとする。   c補助者については、乳幼児の養育に熱意のある着であって連  
a ガイドラインに定める基礎研修を修了した者  ヽ 携保育所、実施保育所又は市町村が実施する研修を受講した者と   

に健全であるこ すること。  b 心身ともと。－  
かな愛情を有していること。   

d 乳幼児の保育に専念できること。   
e 乳幼児の保育に閲し虐待等の問題がないと認められること。   

オ 家庭的保育支援者 の要件は次のとおりとする。   ヱ家庭的保育支援者の資格要件は次のとおりとする。  
a 保育士であり、10年以上の保育所における勤務又は家庭的保   

育の経験を有する者   ける保育の経験を通算して   
b 心身生もに健全であること。   いて主任保育士の経験を有   
c 乳幼児の保育についての理解及び熱意並びに乳女児に対する豊   すること。   

かな愛情を有していること。   c 家庭的保育者が休暇等を取得することにより保育を一時的に休   
d乳幼児の保育に関し虐待等の問題がないと認められること。  止する場合に、家庭的保育者に代わり児童の保育を行うことがで  

きるよう、アの要件を満たす居宅又は賃貸アパート等、家庭的保  
育を実施するために適切と市町村が認めた場所（家庭的保育者が  

を実施する場所を含む。）を確保すること 
。 エ個人実施型保育の実施要件は次のとおりとする。  

生家庭的保育者が一人で保育をするときは、保育する乳幼児の数は  育する児童の人数は3人以 ただし、補助者を  
に2人以上で保育千首寄合には  且保下とすること。 雇用して2天－〒保育する場合は、保育ずる児童市天貰頂5人以下 ‾Fず‾石‾ごと 3人以下であること。補助者ととも 5人以下了ず貫こと。（家庭的保育者自身悶育する三親等訝内  。（家庭的保育者自身に、養育する＝親等以内の親族   

の親族関係にある就学前児童がいる場合は、当該児童も含めて3人   関係にある就学前児童がいる場合は 当該児童も含めて3人以下   
以下、補助者とともに保育する場合は5人以下とすること（当該児  又は5人以下とすること（当該児童が保育所等において保育され  
童が保育所等において保育されている場合を除く。）。）  ている場合を除く。）。）   

キ補助者は、家庭的保育者の指示を受けて保育に従事することとし、 ‾ 
3人を超える乳幼児を保育する時間帯は常時配置されていること。   

且補助者は、家庭的保育者の指示を受けて保育に従事することと  
し、3人を超える温室を保育する時間帯は常時配置されているこ  
と。  

乞 個人実施型の家庭的保育者は、市町村と委託契約等を締結した連   c家庭的保育者は、市町村と委託契約を締結した連携保育所から  
携保育所から育児・保育に関する技術的な支援を受げること。   育児・保育に関する技術的な支援を受けること。  

d家庭的保育支援者については、専任の者を、原則として連携保 ‾ 生 家庭的保育支援者については、専任の者を、原則として連携保育  所に配置すること。   育所に配置すること。  
王 家庭的保育支援者の配置については、家庭的保育者3人から15   

人に対し1人の配置を標準とすること。   
且家庭的保育支援者の配置については、家庭的保育者3人から1  

5人に対し1人の配置を標準とすること。  
サ 賠償責任保険に加入すること。   
ラ保育内容は、保育所保育指針（平成20年厚生労働省告示第14   

⊥賠償責任保険に加入すること。  

る 1号）に準拠すとともに、保育所保育と異なる家庭的保育独自の   
保育内容に留意して保育を行うこと。   
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ア 市町村が実施する事業に対して都道府県が補助する事業   
イ 指定都市及び中核市が実施する事業  

② （1）の事業を実施するために必要な経費の一部を保護者負担とす   
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改正前  
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改正後   改正前   

4 保育所体験特別事業   5 保育所体験特別事業   
「1）事業の目的   

ベビー 
「1）事業の目的   

ホテル等の認可外保育施設を利用する親子等、主に認可保育所   ベビーホテル等の認可外保育施設を利用する親子や適切な保育を必要   
を利用していない入所要件に該当する児童を含む親子に保育所を開放し、   ると   としている親子等に保育所を開放し、定期的な保育所体験を実施す   定期的な保育所体験を実施するとともに、保育所入所児童との交流、児   相談・助言を通じて、認可外保育施設等を利用する子育て家庭の支援を  
等を利用する子育て家庭の支援を行い、もって児童の福祉の向上を図る   行い、もって児童の福祉の向上を図ることを目的とする。  
ことを目的とする。   

（2）（略）  （2）実施主体  

実施主体は、市町村又は保育所を経営する者とする。  

（3）対象者   （3）対象者  
本事業の対象となる者は、普段認可保育所を利用していない入所要件   本事業の対象となる者は、普段認可保育所を利用していない親子を対  

に該当する児童を含む親子等を対象とするものとする。   
（4）実施要件   

象とするものとする。  
（4）実施要件   

① 対象者が利用しやすい日（土日祝日も可）を選定して年12回以上   ① 対象者が利用しやすい日（土日祝日も可）を選定して月1回以上実   
（原則として月1回以上。感染症の発生等やむを得ない事情がある場   施すること。  

合には、他の月に振り替えることができる）実施すること。   
② ②児童の発達状況の観察や保護者からの聞き取り等により、対象とな  

る親子の抱える悩みや問題点を的確に把握するとともに、指導のため  
の計画を策定の上、必要な支援を行うこと。  

③（略）  ③対象となる児童に対しては、集団活動を通じた子ども同士の関係づ  
くりや基本的な生活リズムの習得などの効果が期待される計画の策定  
に配慮すること。  

④（略）  ④対象となる保護者に対しては、離乳食等の調理方法や食事の食べさ  
せ方、絵本の読み聞かせ等の遊びの習得、子どもの発するサインの理  
解などといった効果が期待される計画策定に配慮すること。  

⑤市町村は、本事業を実施する保育所から実施計画を提出させ、要綱   
に則した計画となっていることを確認すること。   

（抄本事業は、認可保育所を利用していない入所要件に該当する児童を ‾ 金本事業は、認可保育所を利用していない親子を対象とするものであ  
含む親子等を対象とするものであり、特にベビー ホテルを利用してい  り、特にベビーホテルを利用している親子や引きこもり親子等が本事  
謂子や引きこもり親子等が本事業に参加しやすいよう、積極的に働   業に参加しやすいよう、積極的に働きかけること。  
きかけること。   

旦 市町村及び本事業を実施する保育所は、広報誌等による広報のほか、   塵市町村及び本事業を実施する保育所は、広報誌等による広報のほか、  
母子健康手帳の配布や1歳6か月健診等の機会をとらえて周知の徹底   母子健康手帳の配布や1歳6か月健診等の機会をとらえて周知の徹底  
に努めるとともに、関係機関との連携に努めること。   に努めるとともに、関係機関との連携に努めること。  

（5） （略）   （5）留意事項  
①本事業は、親子の育ちを計画的に支援することを目的としたもので  

あり、単に地域住民に保育所や園庭を開放する事業及び入所児童との  
交流を行う事業は対象とならないこと。  

②地域子育て支援拠点事業を実施する市町村にあっては、それぞれの  
事業が効果的に連携するよう配慮すること∩   
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改正前  

（別添旦）  

保育環境改善等事業実施要綱   

1 事業の目的   
駅前等の利便性の高い場所にある既存の建物を活用して、保育所や保育   

所分園等を設置するなど保育を実施する施設の設置を促進し、もって児童   
の福祉の向上を図ることを目的とする。  

2 実施主体   
実施主体は、市町村（特別区を含む。以下同じ。）又は保育所を経営す   

る者とする。   

3 対象事業   
本事業の対象となる事業は、次に掲げる「基本改善事業」及び「環境改   

善事業」とする。  

保育環境改善等事業実施要綱  
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